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東教大光研 高 野 薫
蓮 精
〔序 論つ
単分散ラテックスの示す相転移は配位相転移と考えられる｡我々は最近ラテックスの
相転移圧を測定したが,その結果,分散媒の電解質濃度が高いときは Alder転移の圧力
と一致することがわかった｡
ラテックス粒子は水中に分散しているので粒子系の圧力は浸透圧に他ならない｡しか
しラテックス粒子は原子に較べて大きいので,粒子数密度は小さい｡本実験に用いた直
o 12
径 5040AのポリスチレンラテックスではAlder転移がおきるときの数密度は8.2×10
/C盛 と推定される｡したがって浸透圧は非常に低く測定が難しい｡ そこで我々は沈降
圧を利用した｡
ラテックスを試験管に入れて一定温度下に数年保存すると沈降平衡に達する｡試験管
の下部程,粒子濃度が高く最上部は透明な水の層,それから次第に粒子濃度が上昇し,
白濁の度合が上昇する｡不定形状態の濃度が高く,より下の部分では微弱な色彩を帯び
たコヒーレントな散乱光が観察される｡ これは液体に特有のShortrangeorderの散乱で
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